
羹和 馨 作 曲 研 究 會 雷査套霙
翻どなたでもドシドン御利用下さい、道のためよろこんで御依頼に感じま
す。さしあたり教材や御作山に良い件奏譜が御入用ではありませんか。
名山ながら適切な件秦譜が無くて御困りではありませんかっ或曲を二部
二部等重音にしてみたいとは思召しませんか。……・そんなアレンデを責
任をもつて氣安く而も迅速に御引受け致します。

□和聾學や作曲法と極めて干易に説明懇切に指導する・……適切日本一の成
果和馨昨曲學校(研究含)と 御存ルですか、温厚しんせつ學識経験豊富の
優秀講師が専任嘱託敦名で、しかも熱心に御指導下され、客員方もそろ
つて面白いためになる課外講演をして下さいます。員面目に勉張せられ
る方でさへあれば必す喩快に御會得が出来る事を確信致してとります。

會員に限り毎月問題を出して解答をもとめ、それを添削して講義を進め

て参ります。月刊講義録書ハーモニイは賞に本會唯―の教室で正に日本

最初の創立、獨特の立場 と長所をもつてをる誇らかな學究所でありますo

((毎 月會員學生にのみ分配、會費(月 謝)月 一園、年十回
"これは全 く御本人様の御勉張を御 ′スケする意味です。

1、 書ぃてお途 り下 さつた旋察 メロデイー)に よい件奏譜を附けて上げます

2、 まづい弾券 を改作 して上げます

3、 撃音唱歌の出を二部二部等重割 1日 歌曲に、そ して相應 しい件奏譜附に編曲 し

て上げます

4、 男女混翠四都合唱出を女導のみ、男躍のみの軍躍二部三都合唱曲件奏譜附に

編曲 して上げます

5、 御作出や件奏を責任をもつて添削 して上げます

6、 文部省綸定、東京帝来學校入學受験指導 も歌 します

7、 作歌作農の依頼 Iヽ 藤 じます

8、 毎年体11長 に直接膝 を交へての懇談的研究講習會 を開 きます(詳 細照會)

回費用の点は出水うる限り触 宜を固ります0曲 にもよりますから御示しのとき御相

談致しませう。御遠慮なく御申附け十
｀
さvヽ ませ。世はすでに和酵作山時代です。
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